
（総合型選抜Ⅱ入試） 

令和８年度入学試験問題 

小 論 文 

（ 医学部 保健学科 看護学専攻 ） 

【注意事項】 

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子を開いて見てはならない。 

２．印刷の不鮮明な箇所等がある場合には，申し出ること。 

３．解答用紙１枚と下書き用紙１枚を別に配付してあるので確認すること。 

４．解答は，解答用紙に記入すること。解答用紙以外に記入したものは無効である。 

５．解答用紙の一つのます目に一文字ずつ入れること。 

６．字数は８００字以内とする。 

７．解答用紙の指定された欄に，受験番号を記入すること。 

８．配付された解答用紙は，持ち帰らないこと。 

９．配付された問題冊子及び下書き用紙は，持ち帰ること。 



  （総合型選抜Ⅱ入試／医学部 保健学科 看護学専攻）

以下の文章を読み、(1)(2)について、合わせて 800 字以内で記述しなさい。 
(1) 本文および図表からわかることを 300 字前後で説明しなさい。 
(2) 上記の(1)を踏まえて、医療職を目指すあなたの立場でインターネット使用

についての考えを 500 字前後で述べなさい。 

ネットを見ていると、無料でわかりやすく学習内容を説明している動画や、

無料の問題集などを見かけます。ネットの世界にはさまざまな知識が集積され

ているので、子どもの興味や関心に応じて、教科書や参考書に載っていないよ

うなことも、深掘りをして調べることができます。ネットを用いた個別指導や、

AI 技術を使った学習教材も存在するようです。 
紙での課題（宿題)だと、紛失したり家に忘れてくるということもありますが、

ネット機器を使うと、課題提出は簡単かつ確実に行うことができます。コロナ

禍で登校制限されていたころには、唯一の学習ツールであった人もいるでしょ

う。このように、ネット機器は非常に有用な学習ツールのように思えますが、

実際の子どもたちの利用状況はどうでしょうか。

図 1 は、令和 6 年度の青少年のインターネット利用環境実態調査による、学

校種別、利用目的別の利用時間を示しています。

図 1 学校種別・目的別の平日のインターネット利用時間 
※こども家庭庁：令和 6 年度「青少年のインターネット利用環境実態調査」報

告書（https://www.cfa.go.jp/policies/youth-kankyou/internet_research/ 
results-etc/r06/rf2y22t4）よりデータを得て作成 

※小学生は 10 歳以上 

著作権の関係上、省略します。



（略）

表 1 はキンバリー・ヤング博士の作成した診断質問票という、ネットの依存

的使用を検出できる質問スケールを掲載しています。5 問以上が「はい」にあて

はまると、ネットの依存的使用が疑われる状態とされています。では、日本の

中高生世代でこのスケールで平均的に何問ぐらいあてはまるのか（「はい」と答

えたか）というと、おおむね 1～2 問程度である場合が多いようです。 
公立中学１年生対象の調査では、この質問スケールで「はい」と答えた項目

で割合が比較的高かったのが、Q1. インターネットに夢中(52.9%)、Q3.インタ

ーネットの制限などがうまくいかない(31.4%)、Q5. 意図したよりも長くオンラ

イン状態であった(35.8%)、というものでした。普通の平均的な中高生であって

も、いくらかネットに依存的になっているという問題を抱えているようです。

では、よりネットに依存的となっている子どもたちは、より多くの問題を抱え

ているのではないのでしょうか。

表 1 インターネットの依存度を測定するスケールの例 
Young 博士作成の Diagnostic Questionnaires（診断質問票）より久里浜医療セ

ンター・インターネット依存治療研究部門にて和訳

はい いいえ
Q1． あなたは、インターネットに夢中になっていると感じていますか。

（たとえば、前回にインターネットでしたことを考えたり、次回イン
ターネットをすることを待ち望んでいたりなど）

□ □

Q2． あなたは、満足を得るために、インターネットを使う時間をだんだん
長くしていかねばならないと感じていますか。

□ □

Q3． あなたは、インターネット使用を制限したり、時間を減らしたり、完
全にやめようとしたが、うまくいかなかったことがたびたびあります
か。

□ □

Q4． インターネットの使用時間を短くしたり、完全にやめようとしたと
き、落ち着かなかったり、不機嫌や落ち込み、またはイライラなどを
感じますか。

□ □

Q5． あなたは、使いはじめに意図した（考えていた）よりも長い時間オン
ラインの状態で過ごしていましたか。

□ □

Q6． あなたは、インターネットのために大切な人間関係、学校や、部活動
のことを台無しにしたり、危うくするようなことがありましたか。

□ □

Q7． あなたは、インターネットへの熱中のしすぎを隠すために、家族、学
校の先生やその他の人たちにうそをついたことがありましたか。

□ □

Q8． あなたは、問題事から逃げるために、または絶望的な気持ち、罪悪
感、不安、落ち込みなどといった嫌な気持ちから逃げるために、イン
ターネットを使いましたか。

□ □

著作権の関係上、省略します。



（略）

一般に依存は、さまざまな精神状態の悪化と強い関連があり、スマホ依存も

同様の関連性があります。図 2 は、2020 年に行われた公立中学１年生のネット

依存度別の不安・うつ状態を示しています。

図 2 ネット依存度別の不安・うつ状態の疑い 

※出典：厚生労働科学研究費成果データベース：身体的・精神的・社会的に健

やかな子どもの発達を促すための切れ目のない保健・医療体制提供のための

研究（主任研究者：岡明）：思春期の薬物メディア依存に関する研究 2020：
2020 年の公立中学 1 年生（1125 名）の調査より 

※Young 博士作成の（インターネット依存）診断質問票で 5 点以上を依存疑い

群、4 点以下を通常使用群としている。依存疑い群は全体の約 5.5％に相当し

ていた。不安・うつ状態疑いは Kesser-6 というスケールで 9 点以上としてい

る。一部データは新たに解析したものも含まれる

出典：中山秀紀．『スマホを手放せない子どもたち』．リベラル社．2024.より 
抜粋、一部改変

著作権の関係上、省略します。
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